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 き   うち あつ   し
氏名・（本籍・国籍） 木　内　敦　詞（大阪府）
学 位 の 種 類 博士（教育学）
学 位 記 番 号 人環博乙第５０号
学 位 授 与 の 日 付 平成23年11月30日
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項該当　
学 位 論 文 題 目 行動科学に基づく大学新入生の健康づくり介入研究  ー宿題を課す体育授業デザインを

用いてー
論 文 調 査 委 員 （主査）　教　授　　橋　本　公　雄

（副査）　教　授　　西　村　秀　樹　　　准教授　　杉　山　佳　生
　　　　教　授　　新　谷　恭　明

論 文 内 容 の 要 旨
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うち  だ　 とし ひろ
氏名・（本籍・国籍） 内　田　利　広（京都府）
学 位 の 種 類 博士（心理学）
学 位 記 番 号 人環博乙第４８号
学 位 授 与 の 日 付 平成23年7月31日
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項該当　
学 位 論 文 題 目 心理療法における「親の期待」と「あきらめ」に関する臨床心理学的研究　ー期待のあ

り方の変容プロセスに着目してー
論 文 調 査 委 員 （主査）　教　授　　野　島　一　彦

（副査）　教　授　　田　嶌　誠　一　　　教　授　　吉　良　安　之
　　　　教　授　　増　田　健太郎

論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

いな  だ　なお   こ
氏名・（本籍・国籍） 稲　田　尚　子（東京都）
学 位 の 種 類 博士（心理学）
学 位 記 番 号 人環博乙第４９号
学 位 授 与 の 日 付 平成23年10月31日
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項該当　
学 位 論 文 題 目 日本語版M-CHATを用いた自閉症スペクトラム幼児の早期発見に関する発達臨床心理学

的研究　－早期支援に向けて－
論 文 調 査 委 員 （主査）　教　授　　針　塚　　　進

（副査）　教　授　　田　嶌　誠　一　　　准教授　　遠　矢　浩　一
　　　　教　授　　大　場　信　惠

論 文 内 容 の 要 旨
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論 文 内 容 の 要 旨
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

 こ    が　      さとし
氏名・（本籍・国籍） 古　賀　　　聡（佐賀県）
学 位 の 種 類 博士（心理学）
学 位 記 番 号 人環博乙第５１号
学 位 授 与 の 日 付 平成23年12月31日
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項該当　
学 位 論 文 題 目 アクション・メソッドを用いたアディクション治療プログラムの臨床心理学的研究
論 文 調 査 委 員 （主査）　教　授　　針　塚　　　進

（副査）　教　授　　田　嶌　誠　一　　　准教授　　遠　矢　浩　一
　　　　教　授　　大　場　信　惠

論 文 内 容 の 要 旨
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本論文は、アルコール依存症や薬物依存症などのアディクシsuン（嗜癖）の問題を抱える人に対

する心理劇や臨床動作法などのアタシsuン・メソッド（行為法）による臨床心理学的援助のあり方

について検討した研究である．現在、社会的および精神医学的に注欝されているアディクシwン問

題についての臨床心理学的援助に関する研究は少ないのが現状において、多くの臨床実践的に基づ

いた極めて貴重であるとともに臨床実践とアデ・Kクション問題への示唆に窟む研究である．本研究

論文の主な特徴は、次の三点である。第一に、これまでアディクシ蕊ン患者に行われてきている心

理教育、認知行動療法的アプローチを詳細に検討し、その限界や問題点について明らかにし、患者

の行動についての自覚や気づきを促すだけではなく、アディクション問題を抱える人たちの家族葛

藤など対人関係の問題や自己自身と向き合う困難に配慮した臨床心理学的援助法の開発の必要性に

理論的に明らかにしたe第二には、アルコール依存症患者、シンナー依存症者、覚醒剤依存症者な

どの多くの事例を通じて、サイコドラマやソシオドラマといったロールプレイング技法によるアク

ションによる体験という特性を生かした集団心理療法の方法と技法を検討し、患者の特性に合わせ

たアクション・メソッドとしてのサイコドラマとソシオドラマの基本的な方法を臨床的に明示し、

新たな方法的な知見を提供しているaそして、心理的治療に対する抵抗や拒否を示すと言われてい

る依存症者に対して、その家族的・社会的背景への配慮や自己対時性に焦点づけた展開によって・

集団二二における“いま一ここで”の対人交流の援助や「問題者」「嗜癖者」として固定化された否

定的な自己役割から脱却し，あらたな自己役割の再構築を援助すること重要であることを明らかに

した。

　第三は、アクション・メソッドとしての臨床動作妹を用恥た臨床研究である・アディクション患

者、とくにアルコール依存導者の多くは心理治療など対して拒否的であるが・臨床動作法は・患者

自身の現状や問題性に直面化させず・堅牢感を高めるようなこともなく・快的な情動体験を提供す

るので導入に拒否する患者はなく、多くの患者へ適用できる方法であり・動作というアクションに

伴う身体の実感を通して自己理解や自葛変容を援助する方法を明らかにし・アディクションの問題

を抱える人の空虚感について論じ、アタシsuン・メソッドによ筍援助の意義と方法に関して・これ

までにはない知見を提供している。よって、本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める・
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論文審査の結果の要旨
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